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パケット通信を利用する
パケット通信とは

パケット通信では、送受信されたデータ量に応じて課金され、受信
最大7.2Mbps、送信最大384kbpsの通信速度※でデータを送受信
します。通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化するベス
トエフォート方式による提供です。少ないデータ量を高速でやり取
りするのに適しています。また、FOMAネットワークに接続された
企業内LANにアクセスし、データの送受信を行うこともできます。
※ 7.2Mbps、384kbpsは規格上の最大値で、実際の通信速度はネットワー
クの混み具合や通信環境により異なります。FOMAハイスピードエリア外
やHIGH-SPEEDに非対応のアクセスポイントへの接続時は、通信速度が
遅くなる場合があります。

おしらせ
Active SyncモードでパソコンとUSB接続しているときは、パケット
通信をご利用になれません。USB接続の設定をマスストレージモード
にするか（P.106）、FOMA端末から付属のPC接続用USBケーブル 
T01を外してください。
ワイヤレスLAN機能が有効のときは、パケット通信をご利用になれま
せん。ワイヤレスLAN機能を無効にしてからご利用ください（P.143）。
Bluetooth機能が有効（オン）のときは、パケット通信をご利用になれ
ません。Bluetooth機能をオフにしてからご利用ください（P.146）。
データ容量の大きいファイルやデータなどを送受信した場合、通信料が
高額になりますので、ご注意ください。定額制サービスのBiz・ホーダイ／
Biz・ホーダイ ダブルのご利用をおすすめします。
FOMAハイスピードエリア以外では、通信速度が遅くなる場合があり
ます。
64Kデータ通信には対応していません。

mopera Uについて
別途お申し込みが必要です。
インターネット接続サービスのmopera Uにお申し込みいただ
いたお客様は、FOMA端末ですぐにインターネットをご利用に
なれます。詳しくは、ドコモのホームページでご確認ください。
mopera U未契約の方は、「スタート」→「プログラム」→「mopera 
U端末設定」からアクセスすると、お申し込み画面（オンライン
サインアップ）に進むことができます。

■

•

•
•
•
•
•
■
••

•

Biz・ホーダイ／Biz・ホーダイ ダブルについて
mopera Uに加えてBiz・ホーダイ、またはBiz・ホーダイ ダブ
ルを契約すると、定額制サービスをご利用になれます。Biz・ホー
ダイ、およびBiz・ホーダイ ダブルについては、「Biz・ホーダイ
／Biz・ホーダイ ダブル」（P.150）を参照してください。
Biz・ホーダイまたはBiz・ホーダイ ダブルを契約された場合は、
「mopera U(Biz・ホーダイ)」を通常使う接続先に設定してくだ
さい。
Biz・ホーダイおよびBiz・ホーダイ ダブルの適用外の通信を行
う場合は、ご利用料金が高額にならないようにご注意ください。

パケット通信を設定する
Biz・ホーダイ／Biz・ホーダイ ダブルをご利用にならない場合は、
以下の手順でパケット通信接続のアクセスポイントを設定してく
ださい（「mopera U端末設定」（P.148）では設定できません）。
アクセスポイント名（APN）やユーザー名、パスワードなど、
接続に必要な情報は、ご利用のインターネット事業者またはネッ
トワーク管理者にご確認ください。

1 ホーム画面→「Settings」→「簡単接続設
定」→「ネットワーク設定」
ネットワーク設定画面が表示されます。

2 「ネットワーク設定」をタップする
3 「パケット通信」をタップし、「次へ」を
タップする

4 アクセスポイント名（接続先）を入力し、
「次へ」をタップする

半角英数字で入力してください。

■
•

•

•

•

•

ネットワーク設定画面ネットワーク設定画面
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次ページへ続く

5 ユーザー名を入力し、「次へ」をタップする
半角英数字で入力してください。

6 パスワードを入力し、「次へ」をタップする
半角英数字で入力してください。

7 「ドメイン」、「IPアドレス」、「サーバーアドレス」、「認証方式」
の順にタップして、必要な情報を入力し、「OK」をタップする
インターネット事業者またはネットワーク管理者が指定した情報
を画面の指示にしたがって入力してください。

8 接続名を入力し、「OK」をタップする
最大20文字で入力してください。

おしらせ
認証方式は、あとから以下の操作で変更できます。
「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「GPRS設定」→接続先を選
択→「編集」→「設定なし」／「CHAP」／「PAP」→「ok」

接続先の設定を編集する
1 ネットワーク設定画面で「ネットワーク設定変更」をタップ
する

2 設定内容を変更したい接続先を選択し、「編集」をタップする
3 画面の指示にしたがって入力されている情報を修正する
設定した接続先を削除する
1 ネットワーク設定画面で「ネットワーク設定変更」をタップ
する

2 削除したい接続先を選択→「削除」→「はい」

•

•

•

•

•

通常使う接続先を設定する
インターネットや電子メールを使用するとき自動的に接続する
ネットワーク（アクセスポイント）を、通常使う接続先に指定し
ておきます。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「接続」→「詳細設定」タブ
2 「ネットワークの選択」をタップする

ネットワーク管理画面が表示されます。

3 「インターネットに自動的に接続するプログラムの接続方
法」から接続先を選択する
ご利用のインターネット接続プロバイダがmopera Uの場合は、
「mopera U」を選択します。

4 「編集」をタップする
5 一覧から通常接続するアクセスポイントにチェックを付け
て、「ok」をタップする
Biz・ホーダイまたはBiz・ホーダイ ダブルを契約している場合は、
「mopera U(Biz・ホーダイ)」にチェックが付いていることを確
認して、「ok」をタップします。

おしらせ
操作1は、ホーム画面→「Settings」→「簡単接続設定」→「ネットワー
ク設定」→「詳細設定」→「詳細設定」タブをタップすることもできま
す。

インターネット経由で社内LANに接続する
[VPN]

VPN（Virtual Private Network）は、インターネット経由で自
宅のパソコンや社内ネットワーク（イントラネット）へ安全にア
クセスするための接続方法です。公衆網であるインターネット上
に仮想的な専用回線を用意し、暗号化したデータを送受信するこ
とで、第三者によるデータの盗聴や改ざんなどを防ぎます。

•

•

•
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ホスト名またはIPアドレス、VPNの種類、ユーザー名、パスワード
など、接続に必要な情報は、ネットワーク管理者にご確認ください。
インターネットを利用できるよう、「パケット通信を設定する」
（P.140）であらかじめ接続先の設定を行ってください。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「接続」
2 「既定の社内ネットワーク設定」の「新しいVPNサーバー接
続の追加」をタップする

3 必要な情報を入力する
名前（一覧に表示する接続名）、ホスト名／IP、VPNの種類を入力し
たら「次へ」をタップして、次画面で必要な情報を入力してください。
IPアドレスやDNSサーバアドレスを手動で入力する場合は、「詳
細設定」をタップして入力し、「ok」をタップしてください。

4 「完了」をタップする

ワイヤレスLAN機能を利用する
本FOMA端末のワイヤレスLAN機能を利用して、自宅や社内ネッ
トワークの無線アクセスポイントに接続できます。また、公衆無
線LANサービスのアクセスポイントに接続して、メールやインター
ネットを利用できます。
ドコモ公衆無線LANサービス（有料）にご加入いただくと、空港、駅、
ファーストフード店、カフェなどで、無線による最大54Mbps※

の高速インターネットアクセスが可能になります。詳しくはドコ
モのホームページをご確認ください。
※ 理論値であり、実効速度は通信環境や電波状況、接続する端末
の仕様などにより異なります。

•
•

•

•

アクセスポイントに接続するまでの流れ

Bluetooth対応機器との電波干渉について
本FOMA端末のワイヤレスLANとBluetooth対応機器は同一周波
数帯（2.4GHz）を使用するため、ワイヤレスLANを搭載した機
器の近辺で使用すると、電波干渉が発生し、通信速度の低下、雑
音や接続不能の原因になる場合があります。この場合、以下の対
策を行ってください。
1. ワイヤレスLAN対応機器とBluetooth対応機器は、10m以上

離してください。
2. 10m以内で使用する場合は、ワイヤレスLAN対応機器または

Bluetooth対応機器の電源を切ってください。

■

■

利用形態を決める

ワイヤレス LAN機能を有効にする（P.143）

アクセスポイントを設定して接続する（P.143、P.144）

公衆無線 LANサービ
スで接続する
サービス提供者と契約
して接続に必要な情報
を入手する

家庭内など個人環境で
接続する
アクセスポイントを設
置して取扱説明書など
から接続に必要な情報
を入手する

企業内 LANに接続す
る
ネットワーク管理者に
問い合わせて接続に必
要な情報を入手する

利用形態を決める

ワイヤレス LAN機能を有効にする（P.143）

アクセスポイントを設定して接続する（P.143、P.144）

公衆無線 LANサービ
スで接続する
サービス提供者と契約
して接続に必要な情報
を入手する

家庭内など個人環境で
接続する
アクセスポイントを設
置して取扱説明書など
から接続に必要な情報
を入手する

企業内 LANに接続す
る
ネットワーク管理者に
問い合わせて接続に必
要な情報を入手する
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ワイヤレスLAN機能を有効にする
パケット通信接続中はワイヤレスLAN機能を有効にできません。
パケット通信回線を切断してから操作してください（P.76、
P.89）。

1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「ワイヤレスマネー
ジャー」

2 「Wi-Fi」をタップする
ワイヤレスLAN機能が有効になると、タイトルバーに が表示され、
自動で近くの利用可能な無線アクセスポイントを検出します。
■接続したいアクセスポイントが検出されなかった場合
「アクセスポイントを設定する」（P.144）を参照してください。

接続したいアクセスポイントが検出された場合
タイトルバーに が表示され、アクセスポイント（ネットワーク）
を自動で検出したことを知らせるメッセージ画面が表示されます。
以下の操作でアクセスポイントに接続できます。
1 「インターネット設定（またはVPN経由）」または「社内ネッ
トワーク設定」を選択し、「接続」をタップする
「複数のネットワークが検出されました」という画面が表示された
ら、ネットワーク（アクセスポイント）を選択して「OK」をタッ
プしてから、この操作を行います。

2 ネットワークキーを入力し、「接続」をタップする

•

•

ワイヤレスLAN機能を無効にする
ワイヤレスLANに接続しないときは、電池の減りを防ぐため、ワ
イヤレスLAN機能を「Off」（無効）にしてください。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「ワイヤレスマネージャ－」
2 「Wi-Fi」をタップして、「Off」を表示させる
3 「完了」をタップする
おしらせ
FOMA端末の電源を切ると、ワイヤレスLAN機能が無効になります。
電池残量が少なくなると、ワイヤレスLAN機能の終了を通知するメッ
セージ画面が表示され、ワイヤレスLAN機能が無効になります。「ok」
をタップしてメッセージ画面を消し、電池パックを充電してからワイヤ
レスLAN機能を有効にしてください。

自動的にワイヤレスLAN機能を無効にする

お買い上げ時 利用可能ネットワーク通知：オン
次の時間未接続の場合、Wi-Fiをオフにする：オフにしない

アクセスポイントに未接続のまま一定時間が過ぎると、ワイヤレ
スLAN機能が無効になるように設定できます。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「Wi-Fi」
2 「メニュー」→「詳細設定」
3 「次の時間未接続の場合、Wi-Fiをオフにする」の一覧からワ
イヤレスLANが無効になるまでの時間を選択する

4 「保存」をタップする

••
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ワイヤレスLANの省電力設定

お買い上げ時
サスペンドしない：チェックなし
WOW有効：チェックなし（無効）
Wi-Fi省電力設定：省電力優先

ワイヤレスLAN接続中にFOMA端末が自動でスリープモードにな
らないように設定できます。また、ワイヤレスLAN接続中にスリー
プモードになっても、アクセスポイントから自分宛てのデータを
受信すると、自動的にスリープモードから復帰するように設定で
きます。
1 「スタート」→「設定」→「システム」タブ→「パワー マネージ
メント」

2 「Wi-Fi」タブをタップする
3 必要な項目を設定する

Wi-Fi接続時の
サスペンド設定

「サスペンドしない」にチェックを付けると、ワイ
ヤレスLAN接続中にFOMA端末が自動でスリープ
モードになるのを禁止します。

WOW有効 チェックを付けると、アクセスポイントから自分宛
てのデータを受信したとき自動的にスリープモード
から復帰します。

Wi-Fi省電力設定 「省電力優先」／「自動優先」／「送信レート優先」
から選択します。

4 「ok」をタップする
おしらせ
ホーム画面→「Settings」→「各種設定」→「省電力設定」をタップ
して設定することもできます。

アクセスポイントを設定する
Wi-Fi設定画面で、SSID（ネットワーク名）、セキュリティの種類
などの接続情報を登録したり、ホーム・アクセスポイントを設定
したりできます。

•

接続に必要な情報は、お使いのワイヤレスLANアクセスポイン
トの取扱説明書をご覧ください。社内ネットワークの無線アク
セスポイントに接続する場合は、必要な情報をネットワーク管
理者にご確認ください。
お使いのワイヤレスLANアクセスポイントが、MACアドレスを
登録している機器のみと接続するように設定されているときは、
FOMA端末のMACアドレスをワイヤレスLANアクセスポイント
に登録してください。MACアドレスの確認方法は、P.137を参
照してください。

1 ホーム画面→「Settings」→「簡単接続設
定」→「Wi-Fi設定」
Wi-Fi設定画面が表示されます。
■アクセスポイントを編集する場合
Wi-Fi設定画面の一覧から設定を変更したい
アクセスポイントを選択し、「変更」をタッ
プして編集を行い、「次へ」をタップします。
接続名の入力画面で「OK」をタップすると、
変更内容が保存され、自動的にアクセスポ
イントへの接続を開始します。

■アクセスポイントを削除する場合
Wi-Fi設定画面の一覧から削除したいアクセ
スポイントを選択し、「削除」→「はい」を
タップします。

2 「新規作成」をタップする
3 SSID（ネットワーク名）とCh番号（チャンネル番号）を入力
し、「次へ」をタップする
SSIDは最大32文字の半角英数字で入力してください。
チャンネル番号は1～11の半角数字を入力してください。

4 セキュリティの種類と暗号化の種類を選択し、「次へ」をタッ
プする
選択したセキュリティの種類と暗号化の種類の組み合わせにより、
操作5を省略して、操作6に進みます。

•

•

•
•

•

Wi-Fi設定画面Wi-Fi設定画面
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5 ネットワークキーを入力してキーインデックスを選択し、
「次へ」をタップする

6 接続名を入力し、「OK」をタップする
接続名は最大35文字（¥ / : * ? " < > | は使用不可）で入力して
ください。

設定を保存すると、自動的に登録したアクセスポイントへの接続を
開始します。

アクセスポイントの一覧を更新する
1 Wi-Fi設定画面→「新規作成」→「一覧更新」

ワイヤレスLAN機能が有効になります。利用可能な無線アクセスポ
イントが自動で検出されて、一覧に表示されます。

アクセスポイントの優先順位を変更する
1 Wi-Fi設定画面の一覧から優先順位を変更したいアクセスポ
イントを選択し、 ／ をタップする

ホーム・アクセスポイントを設定する
1 Wi-Fi設定画面の一覧からホームに設定したいアクセスポイ
ントを選択し、「Home AP」をタップする
ホーム・アクセスポイントに が表示されます。

アクセスポイントを指定して接続する
1 Wi-Fi設定画面（P.144）で接続したいアクセスポイントを
選択し、「接続」をタップする
接続したアクセスポイントに が表示されます。

•

ネットワークアダプタの情報を設定する
ワイヤレスLAN接続に使用するネットワークアダプタの情報（IP
アドレスやDNSサーバアドレスなど）を設定します。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「Wi-Fi」→「ネットワー
ク アダプター」タブ

2 ネットワークカードの接続先として「インターネット設定」
または「社内ネットワーク設定」を選択する

3 「AR6000 WLAN Adapter SD」をタップする
4 「サーバー割り当てのIPアドレスを使用する」または「指定し
たIPアドレスを使用する」を選択する
「指定したIPアドレスを使用する」を選択した場合、ネットワーク
管理者が指定したIPアドレスなどを入力します。
必要に応じて「ネーム サーバー」タブをタップして、DNSサー
バのアドレスなどを入力します。

5 「ok」をタップする
おしらせ
操作4で「指定したIPアドレスを使用する」を選択してIPアドレスを入
力すると、ワイヤレスLAN機能を無効にしても、パケット通信による
インターネット接続ができなくなる場合があります。その場合、操作4
で「サーバー割り当てのIPアドレスを使用する」を選択すると、パケッ
ト通信で接続できるようになります。
「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「ワイヤレスマネージャ－」
→「メニュー」→「Wi-Fi設定」をタップしても設定できます。

接続を切断する
1 Wi-Fi設定画面（P.144）で「切断」をタップする

•

•

•

•
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Bluetooth機能を利用する
本FOMA端末のBluetooth機能を利用して、近くにあるBluetooth対
応機器と無線でデータをやりとりできます。Bluetooth対応イヤホ
ンマイクやワイヤレスヘッドホンと接続すると、ハンズフリーで通
話したりワイヤレスで音楽を聴いたりできます。
ActiveSyncを利用したパソコンとの同期も行えます。詳しくは、
「Bluetooth通信で同期する」（P.112）を参照してください。
Bluetooth対応バージョンやプロファイルについては、P.187
を参照してください。
設定や操作方法については、接続するBluetooth対応機器の取
扱説明書もご覧ください。
本FOMA端末とすべてのBluetooth対応機器とのワイヤレス接
続を保証するものではありません。

Bluetooth機能使用時のご注意
良好な接続を行うために、以下の点にご注意ください。
1. 本FOMA端末とほかのBluetooth対応機器とは、見通し距離

10ｍ以内で接続してください。周囲の環境（壁、家具など）
や建物の構造によっては、接続可能距離が極端に短くなること
があります。

2. ほかの機器（電気製品、AV機器、OA機器など）から2ｍ以上
離れて接続してください。特に電子レンジ使用時は影響を受け
やすいため、必ず3ｍ以上離れてください。近づいていると、
ほかの機器の電源が入っているときに正常に接続できないこと
があります。また、テレビやラジオに雑音が入ったり映像が乱
れたりすることがあります。

ワイヤレスLAN対応機器との電波干渉について
本FOMA端末のBluetooth機能とワイヤレスLAN対応機器は同一
周波数帯（2.4GHz）を使用するため、ワイヤレスLAN対応機器
の近辺で使用すると、電波干渉が発生し、通信速度の低下、雑音
や接続不能の原因になる場合があります。この場合、以下の対策
を行ってください。

•
•
•
•
■

■

1. Bluetooth対応機器とワイヤレスLAN対応機器は、10m以上
離してください。

2. 10m以内で使用する場合は、Bluetooth対応機器またはワイ
ヤレスLAN対応機器の電源を切ってください。

Bluetooth機能のモードについて
Bluetooth機能には以下の3種類のモードがあります。

モード 説明
オン 登録されているBluetooth対応機器に接続できます。また、

本FOMA端末から通信範囲内にあるBluetooth対応機器を
検出できます。

オフ Bluetooth機能を無効にします。
検出可能 Bluetooth機能がオンのときに実行できるモードで、通信

範囲内にあるBluetooth対応機器から本FOMA端末を検出
可能な状態にします。

Bluetoothパスコードについて
Bluetoothパスコードは、接続するBluetooth対応機器どうしが
はじめて通信するとき、相手機器を確認して、お互いに接続を許
可するための認証用コードです。送信側／受信側とも同一のパス
コード（最大16文字の半角英数字）を入力する必要があります。

Bluetooth機能を有効（オン）にする
パケット通信接続中は、Bluetooth機能を有効（オン）にでき
ません。あらかじめパケット通信回線を切断してください
（P.76、P.89）。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「Bluetooth」→「モー
ド」タブ

2 「Bluetooth をオンにする」にチェックを付ける
チェックを外すと無効（オフ）になります。
■FOMA端末を検出可能モードにする場合
「このデバイスを他のデバイスからも検出できるようにする」に
チェックを付けます。

■

■

•

•
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3 「ok」をタップする
おしらせ
Bluetooth通信で接続しないときは、電池の減りを防ぐため、Bluetooth
機能をオフにしてください。
Bluetooth機能のオン／オフ設定は、電源を切っても変更されません。
Bluetooth機能はFOMA端末の電源を切った状態では使用できません。
ワイヤレスマネージャーでオン／オフまたは検出可能／オフを切り替え
ることもできます（P.69）。

パートナーシップを確立する
本FOMA端末と相手機器との間で安全にデータのやりとりが行え
るように、パートナーシップを確立します。
あらかじめ本FOMA端末のBluetooth機能を有効（オン）にし
てください。
相手機器を本FOMA端末から10ｍ以内に設置してください。

1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「Bluetooth」
2 「デバイス」タブ→「新しいデバイスの追加」

検索に応答した機器が表示されます。

3 一覧から接続する相手機器を選択し、「次へ」をタップする
4 パスコードを入力し、「次へ」をタップする

最大16文字の半角英数字を入力してください。

5 相手機器側でパートナーシップを受け入れる操作を行う
本FOMA端末で入力したのと同じパスコードを入力してください。

6 「デバイスが追加されました」画面が表示されたら、「完了」を
タップする

7 一覧から相手機器をタップする
「パートナーシップの設定」画面が表示されます。

8 使用したいサービスにチェックを付けて、「保存」をタップす
る

•
•••

•
•

•

•

相手機器からのパートナーシップ要求を受け入れる
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「Bluetooth」→「モード」
タブ

2 「このデバイスを他のデバイスからも検出できるようにする」
にチェックを付ける

3 接続を要求するメッセージ画面が表示されたら、「はい」をタッ
プする

4 パスコードを入力し、「次へ」をタップする
5 「デバイスが追加されました」画面が表示されたら、「完了」を
タップする

6 「デバイス」タブをタップし、一覧から相手機器をタップする
「パートナーシップの設定」画面が表示されます。

7 使用したいサービスにチェックを付けて、「保存」をタップする

パートナーシップを削除する
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「Bluetooth」→「デバイ
ス」タブ

2 削除したい相手機器をタップしたままにして表示される
ポップアップメニューで「削除」をタップする

3 「はい」をタップする
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ビームでデータを送受信する
あらかじめ本FOMA端末のBluetooth機能を有効（オン）にし、
検出可能モードにしてください（P.146）。
データ受信側の相手機器を本FOMA端末から10ｍ以内に設置し
てください。

ビーム受信を設定する
お買い上げ時 すべての着信ビームを受信

Bluetooth通信で送られてきたデータを本FOMA端末で受信する
ように設定します。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「ビーム」
2 「すべての着信ビームを受信する」にチェックを付ける
3 「ok」をタップする
ビームでデータを受信する
1 データの受信を通知するメッセージ画面で「はい」をタップ
する
メッセージ画面が閉じてしまった場合は、「通知」をタップすると
再表示します。

ビームでデータを送信する
連絡先、予定表、仕事などのデータや、静止画、動画などのファ
イルを、ほかのBluetooth対応のパソコンなどに送信できます。

例：連絡先をビームで送信する
1 送信したい連絡先を選択し、「メニュー」をタップする
2 「連絡先の送信」→「ビーム」
3 デバイスの一覧から受信側の相手機器をタップする

•
•

•

ドメインへの登録
FOMA端末を会社のドメインに登録して、社内ネットワーク管理
者がFOMA端末を管理できるように設定できます。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「ドメインへの登録」
2 「登録」→「次へ」→画面の指示にしたがって登録する

登録に必要な情報は、ネットワーク管理者にご確認ください。

mopera U
インターネット接続サービスmopera Uに加えてBiz・ホーダイ／
Biz・ホーダイ ダブルを契約された場合は、はじめてFOMA端末
の電源を入れたときに、パケット通信接続の設定を自動で行いま
す。設定が完了したら、そのままインターネットをご利用になれ
ます。

おしらせ
ドコモショップなどで設定が完了した場合など、上記画面が表示されな
い場合があります。
mopera Uのご契約内容により、表示される内容が異なります。

mopera Uの設定内容を変更する
mopera Uをご利用いただくために必要な設定内容（ユーザーID、
パスワード、メールアドレスなど）を変更する場合は、mopera 
U端末設定を行ってください。
サイト接続中の画面はイメージです。表示内容など、実際の画
面と異なる場合があります。

•

•
•

•
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次ページへ続く

1 「スタート」→「プログラム」→「mopera U端末設定」
2 「mopera U初期設定サイトに接続しま
す。」が表示されたら「OK」をタップする
通常利用する接続先を通信料無料の接続先
（0120.mopera.ne.jp）に変更します。
ブラウザが起動し、「mopera U初期設定サイ
ト」（http://start.mopera.net/）が表示さ
れます。
ワイヤレスLAN機能およびBluetooth機能
を無効（オフ）にしてから、本機能をご利
用ください。

3 ネットワーク暗証番号を入力し、「次へ」
をタップする
ネットワーク暗証番号の入力を3回間違える
とロックがかかります。解除方法について
は、ドコモ インフォメーションセンターま
たはドコモショップ窓口にお問い合わせく
ださい。
ドコモ インフォメーションセンター
・ ドコモの携帯番号からの場合：（局番なしの）151（無料）
 ※一般電話などからはご利用になれません。
・ 一般電話などからの場合：0120‐800‐000
 ※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

4 ユーザーID、パスワード、メールアドレスなどを確認／変更
し、「次へ」をタップする

5 「更新」をタップする
変更したい項目がある場合は「設定変更」
をタップし、内容を変更してから「更新」（ま
たは「完了」）をタップしてください。

•

•

•

6 「OK」をタップする
ダウンロードされた設定情報がFOMA端末に
反映されます。すでにメールやネットワーク
の設定が済んでいる場合は、上書きされます
のでご注意ください。

7 「設定が完了しました。通常利用する接続
先が「mopera U(Biz・ホーダイ)」に変更
されました。」が表示されたら「OK」を
タップする

おしらせ
手順1～7の設定を途中で終了または中断した場合、通常利用する接続
先が「0120.mopera.ne.jp」に変更されたままの場合があります。
「mopera U端末設定」を再度実行するか、ネットワーク管理画面で通
常利用する接続先を変更してください（P.141）。

mopera Uをご利用になれないときは
mopera Uをご利用になれない場合、以下をご確認ください。

状況 対処方法
mopera Uのアクセスポ
イントに接続できない。

・ 外部機器接続中またはBluetooth機能がオン
でないかどうかをお確かめください（P.106、
P.146）。

・ 再度、ご契約の内容をお確かめください。ご
契約内容確認後、「通常使う接続先を設定する」
（P.141）を参照の上、接続先を設定してくだ
さい。

mopera Uには接続され
ているが、インターネッ
トにアクセスできない。

「mopera U端末設定」を途中で終了または中断
した場合、通常利用する接続先が「0120.
mopera.ne.jp」に変更されたままの場合があり
ます。
「mopera U端末設定」を再度実行するか、ネッ
トワーク管理画面で通常利用する接続先を変更
してください（P.141、P.148）。

•

T-01A_13_data-LAN.indd   149T-01A_13_data-LAN.indd   149 10.4.12   3:00:25 PM10.4.12   3:00:25 PM



150

デ
ー
タ
通
信
／
ワ
イ
ヤ
レ
スLA

N

状況 対処方法
海外で接続できない。 海外では、Biz・ホーダイおよびBiz・ホーダイ 

ダブルをご利用になれません。Biz・ホーダイ定
額対応アクセスポイント以外への接続をご利用
ください。

端末設定の途中で電源
を切ってしまった。

「mopera U端末設定」を再度実行してください
（P.148）。

端末設定を中断したい。「mopera U端末設定」を中断するには、以下の
方法があります。
・ブラウザを終了する
・回線を切断する
・ 各画面で「キャンセル」または「中止」をタッ
プする
中断した場合、通常利用する接続先が「0120.
mopera.ne.jp」に変更されたままの場合があり
ます。
「mopera U端末設定」を再度実行するか、ネッ
トワーク管理画面で通常利用する接続先を変更
してください（P.141、P.148）。

Biz・ホーダイ／Biz・ホーダイ ダブル
Biz・ホーダイは、定額料金でｉモード以外のFOMAパケット通信
（パソコンなどに接続しての利用は除きます）が利用できるサービ
スです。また、Biz・ホーダイ ダブルは、ｉモード以外のFOMA
パケット通信（パソコンなどに接続しての利用は除きます）を気
軽に始められる安心の2段階パケット定額サービスです。
ご利用のインターネット接続プロバイダがmopera Uの場合、通
常使う接続先としてBiz・ホーダイ定額対応アクセスポイントが登
録済みです。
定額通信サービスをご利用いただくために、Biz・ホーダイ定額対
応アクセスポイントの設定を行ってからご利用ください。設定後
は、インターネットアクセスやメールの送受信を行うとき、自動
的にBiz・ホーダイ定額対応アクセスポイントに接続されます。

注意事項
ご利用いただくには事前に「Biz・ホーダイ」または「Biz・ホー
ダイ ダブル」のご契約が必要です。FOMA新料金プラン（バ
リュープラン含む）をご契約いただいている場合に限りお申し
込みいただけます。
Biz・ホーダイ対応インターネット接続プロバイダである
mopera U（Uスタンダードプラン、Uライトプラン）またはビ
ジネスmoperaインターネットとのご契約が必要となります。
ネットワークの混雑状況によっては、従量制でパケット通信を
ご利用の場合に比べて、通信が遅くなることや接続しづらくな
ることがあります。
Biz・ホーダイまたはBiz・ホーダイ ダブルのご契約を解約する
手続きについては、取扱説明書裏面の「ドコモ・スマートフォン・
ケア」までお問い合わせください。
パケット通信接続中は、Active SyncモードでパソコンとUSB
接続を行ったり、Bluetooth機能やワイヤレスLAN機能を有効
にすることができません。
Biz・ホーダイまたはBiz・ホーダイ ダブルをご契約時、国際ロー
ミング時にパケット通信をご利用になる際は、Biz・ホーダイ定
額対応アクセスポイントから従量制対応アクセスポイントに設
定を変更していただくことが必要となります。また、帰国前には、
必ず従量制対応アクセスポイントからBiz・ホーダイ定額対応ア
クセスポイントへの設定変更をしてください。

Biz・ホーダイについて
Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイントを利用した、国内におけ
るFOMAパケット通信（パソコン等に接続しての利用は除きます）
が定額の対象となります。Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイン
トを利用していない通信は定額対象外になり、利用したパケット
通信量に応じた通信料金がかかります。

•

•

•

•

•

•

■
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Biz・ホーダイ ダブルについて
Biz・ホーダイ ダブルの対象通信はBiz・ホーダイ定額対応アクセ
スポイントを利用した、ｉモード以外の国内におけるFOMAパケッ
ト通信（パソコン等に接続しての利用は除きます）、FOMAのｉモー
ド通信、ｉモードフルブラウザ通信、当社が指定したISP以外の
ISP接続通信およびパソコン・PDAなどを接続したパケット通信
となります。なお、FOMAのｉモード通信、ｉモードフルブラウ
ザ通信、当社が指定したISP以外のISP接続通信およびパソコン・
PDAなどを接続したパケット通信はBiz・ホーダイ ダブル上限額
の対象外となり、利用したパケット通信量に応じた通信料金がか
かります。

※上記の注意事項は、2009年4月現在のものです。

Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイントの設定
定額通信サービスをご利用いただくために、Biz・ホーダイ定額対
応アクセスポイントの設定を行います。
ご利用のインターネット接続プロバイダがmopera Uの場合、通
常使う接続先としてBiz・ホーダイ定額対応アクセスポイントが登
録済みです。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「接続」→「詳細設定」タブ
2 「ネットワークの選択」をタップする

ネットワーク管理画面が表示されます。

3 「インターネットに自動的に接続するプログラムの接続方
法」から「mopera U」を選択し、「ok」をタップする

4 「設定」タブ→「既存の接続を管理」
5 「mopera U(Biz・ホーダイ)」が選択されていることを確認
し、「ok」をタップする

■ Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイントへの通信
をご利用になれないときは
Biz・ホーダイ接続をご利用になれない場合は、以下をご確認ください。

状況 対処方法
海外で接続できない。 海外では、Biz・ホーダイおよびBiz・ホーダイ 

ダブルをご利用になれません。Biz・ホーダイ定
額対応アクセスポイント以外への接続をご利用
ください。

電波状況が悪い。 電波の安定している場所へ移動してご利用くだ
さい。

Biz・ホーダイ定額対応
アクセスポイント以外
に接続してしまう場合

Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイント※に接
続するようにモデム設定を変更してください。

※ Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイントは、Biz・ホーダイとBiz・ホーダ
イ ダブルで共通です。

以上の方法をお試しになってもBiz・ホーダイ接続をご利用になれ
ない場合は、取扱説明書裏面の「ドコモ・スマートフォン・ケア」
までお問い合わせください。

Biz・ホーダイ定額対応アクセスポイントを再登録
する
誤って「mopera U(Biz・ホーダイ)」を削除した場合は、以下の
手順で本FOMA端末に接続先を再登録します。
1 「スタート」→「設定」→「接続」タブ→「接続」→「詳細設定」タ
ブ

2 「ネットワークの選択」をタップする
ネットワーク管理画面が表示されます。

3 「インターネットに自動的に接続するプログラムの接続方
法」から「mopera U」を選択し、「ok」をタップする

4 「設定」タブ→「既存の接続を管理」→「追加」
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5 「接続名」に「mopera U（Biz・ホーダイ）」を入力→「モデム
の選択」から「パケット通信（3G, GPRS）」を選択→「次へ」

6 「アクセスポイント名」に「mpr2.bizho.net」を入力し、「次
へ」をタップする
アクセスポイント（接続先）名は半角英数字で入力してください。

7 「完了」をタップする
ユーザー名やパスワード、ドメインは入力不要です。

•

•
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